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　昭栄化学工業株式会社 様からご寄付をいた
だき、社会福祉会館広場に遊具を設置しました。
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　今まであったジャングルジムは老朽化し、利用
の年齢層が限定される遊具でしたが、今回の整
備で幅広い年代のお子さんが思いっきり遊べる
遊具へと改善できました。ぜひ社会福祉会館に
遊びに来てください！
　遊具設置のためにご寄付いただいた昭栄化学
工業株式会社 様、誠にありがとうございました。
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市民の皆様からいただいた寄付金及び会費を活用し、次のような事業に取り組みました。
ご協力いただき誠にありがとうございました。

◉児童センター

令和3年度　鳥栖市社会福祉協議会事業報告

夏まつりやシャボン玉実演実験ショー、クリスマス会
等のイベントや３歳のひろば、小学生のフリールーム
を常時行いました

◉福祉教育の推進
市内の小･中学校の総合的な学習への協力や市民の
福祉力向上のため、「福祉教育」を行いました。

◉子育て支援センター
児童センターと連携し、子育て中の親子が気軽に集
える場の提供を行ったほか、相談業務や子育て情報
の提供を行いました。

◉ふれあい・いきいきサロン
各町区でのふれあい・いきいきサロンの開催を推進
し、４５町区で延べ２８９回実施されました。

◉ファミリー・サポート・センター
保育施設への送迎やお迎え後の預かり等延べ１，６
７６件の利用がありました。また、会員養成講座を行
いスキルアップを図りました。

◉身体障害者福祉センター
身体障害者手帳をお持ちの方の自立をサポートする
ため、機能回復訓練や各種講座、福祉・生活相談を実
施しました。

サッカー教室の様子 民生委員・児童委員の車椅子体験の様子

交流会（フラダンス）の様子 陶芸講座参加者の作品

親子で遊ぼうわんぱく王国の様子 秋葉町ふれあい・いきいきサロンの様子
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会費収入,
5,403,600

寄付金収入,
5,575,320

受託金収入,
40,384,620

貸付事業収入,
33,000

事業収入,
363,660

受取利息
配当金収入,
143,019

その他の収入,
956,412

施設整備等補助
金収入,470,570

固定資産売却収入,
60,550

積立資産取崩収入,
11,681,000

前期末支払資金残高,
9,555,853

127,388,178円

合
　
　
計

127,388,178円

合
　
　
計

（単位：円）

収 入
（単位：円）

支 出

令和3年度　鳥栖市社会福祉協議会収入支出決算

◉児童遊園地等遊具等助成事業
子ども達の健やかな育成を支援するため、６町区に
対して遊具等の新設・改修に助成しました。

◉ふれあいスクール
鳥栖市内の小学５・６年生、中学生を対象に人を思
いやる心をはぐくむことを目的に様々な福祉に触れ
る活動を行いました。　（８/３～８/６）

◉赤い羽根共同募金
個人、団体、自治会、法人等多くの皆様から　　　　
７，９３７，２０６円のご協力をいただきました。
募金は各種福祉事業に活用されました。

◉ボランティアセンター
ボランティア養成講座を実施し、市民の方や既存団
体のスキルアップを支援しました。

蔵上町　ブランコの修繕 車いすバスケ体験の様子

サガン鳥栖ホームゲーム募金活動の様子 ボランティア養成講座「ふみだそう！はじめの一歩」の様子

市受託事業,
33,917,660

経常経費　
補助金収入,
52,760,574

法人運営事業,
30,253,229

地域福祉活動事業,
26,153,516

県社協受託事業,
4,716,041

固定資産取得支出,
2,840,540

積立資産支出,
11,970,298

退職手当積立基金
預け金支出,
1,520,400

当期末支払資金残高,
16,016,494
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フードバンク事業への

食品提供のお願い
フードバンク事業への

食品提供のお願い

（鳥栖市社会福祉協議会特別会員）
にご協力いただいた方をご紹介します。

鳥栖地区
元町
　及川　宗吉
　毛利　仁之
　惠　勝徳
　他１名
秋葉町
　増岡　靖子
　他６名
本通町
　村山　良子

田代地区
田代昌町
　鈴木　重彦
　他1名
田代新町
　１名
田代大官町
　樋口　喜美恵
　轟木　享
　山内　茂稔
　鬼塚　多美子
　他１名

若葉地区
神辺町
　島　哲之
　岡本　久榮
　佐藤　勝江
　長野　敏子
虹が丘町
1名

麓地区
養父町
　飯田　博成
桜ヶ丘町
　時田　義光
　野﨑　春代
　岡部　嘉和
　吉田　俊明

鳥栖北地区
本町
　井上　重利
　䅏田　欣伍
　松雪　信昭
　牛島　善夫
　陣内　枝水子
　他１名
布津原町
　鈴木　正美

その他団体等
鳥栖市役所部課長会

鳥栖市民生委員児童委員連絡協議会

鳥栖市社会福祉協議会職員一同

弥生が丘地区
柚比町
　日山　丈士
　日山　照美
　今村　悦子

基里地区
曽根崎町
　近藤　正信
飯田町
　髙尾　隆二

旭地区
儀徳町
　廣重　新興
　古賀　素晴
　古賀　和隆
　赤松　隆利
　野田　正憲

鳥栖地区
元町
　及川　宗吉
　毛利　仁之
　惠　勝徳
　他１名
秋葉町
　増岡　靖子
　他６名
本通町
　村山　良子

田代地区
田代昌町
　鈴木　重彦
　他1名
田代新町
　１名
田代大官町
　樋口　喜美恵
　轟木　享
　山内　茂稔
　鬼塚　多美子
　他１名

若葉地区
神辺町
　島　哲之
　岡本　久榮
　佐藤　勝江
　長野　敏子
虹が丘町
1名

麓地区
養父町
　飯田　博成
桜ヶ丘町
　時田　義光
　野﨑　春代
　岡部　嘉和
　吉田　俊明

鳥栖北地区
本町
　井上　重利
　䅏田　欣伍
　松雪　信昭
　牛島　善夫
　陣内　枝水子
　他１名
布津原町
　鈴木　正美

その他団体等
鳥栖市役所部課長会

鳥栖市民生委員児童委員連絡協議会

鳥栖市社会福祉協議会職員一同

＊氏名の許可をいただいた方のみ（順不同・敬称略）で掲載しています。
（令和4年6月15日現在）

弥生が丘地区
柚比町
　日山　丈士
　日山　照美
　今村　悦子

基里地区
曽根崎町
　近藤　正信
飯田町
　髙尾　隆二

旭地区
儀徳町
　廣重　新興
　古賀　素晴
　古賀　和隆
　赤松　隆利
　野田　正憲

地域の皆様から受付できる食品

　フードバンクとは、安全に食べられるのに活用されない
食品を無償で提供いただき、様々な事情で支援が必要な世
帯に食品をお届けする活動です。
　本会では、平成28年10月から事業を開始しており、支援
機関(鳥栖市や鳥栖市教育委員会など)が自立に向けて関わ
りを持つ世帯に対し、支援機関の職員を通じた食品の提供
を行っています。
　支援機関の職員からは「新型コロナウイルスの影響で収
入が減少した方の命綱になっている」「お米は渡すことが出
来るので、手持ちのお金で必要なものを購入してもらえる」
「お米以外にも様々な食品がある為、子どもにも喜ばれてい
る」といった声をいただいております。
　安定した事業運営のため、ご家庭で眠っている食品があ
りましたら、ご寄付をお願いいたします。

常温保存が可能な食品で未開封のもの。
また、賞味期限が概ね2か月から3か月以上あ
る食品をご寄付いただけるとありがたいです。
例えば・・・お米、玄米、乾麺類(カップ麺、うど
ん、そば、そうめん、パスタ)、乾物(のり、ふり
かけ、お茶漬け)、缶詰、レトルト食品　等
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災害ボランティア登録までの流れ

令和３年度大町町災害ボランティアの様子

※ゆうちょ銀行の振込手数料等の改定に伴い、保険料を現金で払い込む場合、１件ごとに手数料
（１１０円）が発生しますので、自己負担をお願いします。なお、ゆうちょ銀行の口座から払い込
む場合はかかりません。
　詳しくは、『ふくしの保険』ホームページをご覧いただくか、鳥栖市社会福祉協議会へお問い合
わせください。

　本会では、鳥栖市及び近隣市町で災害ボランティアの取り組みが必要になったときに迅速かつ効
果的に支援活動を行うため、個人・団体の登録制度を設けています。

　本会に登録申込書を提出いただくと、災害ボランティアとして登録いたします。申込書は

本会窓口でお渡します。また、本会ホームページからもダウンロードできます。

（ボランティアの事前準備として、活動日前日までに社会福祉協議会にてボランティア活動

保険の加入をお願いします。）

ボランティア活動保険：ボランティア活動中の事故による怪我や損害賠償責任を補償します。

ボランティア行事用保険：ボランティア行事の参加者のケガや主催者の損害賠償責任を補償
　　　　　　　　　　　します。

保険料 補償期間：
年度末まで

基本プラン

天災・地震補償プラン

特定感染症重点プラン

350円

500円

500円NEW

随時募集中
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鳥栖市ファミリー・サポート・センター

鳥栖市児童センター

鳥栖市身体障害者福祉センター

鳥栖市児童センターでは、小・中・高校生に自習室を開放しています。

　ファミリー・サポート・センターは育児の援助を受けたい人と行い
たい人が会員となり、会員同士が支え合う有償ボランティア組織です。

　ファミリー・サポート・センター活動にご興味がある方、養成講座を受講してみませんか？
　９月に、ファミサポのしくみ、鳥栖市の子育て支援について、幼児安全法（救命救急）、
児童発達障害についてなどサポートに役立つ講座をおこないます。
　詳細につきましては、市報や鳥栖市社会福祉協議会ホームページにてお知らせいたします。

☆援助例
　　　・保護者の用事やリフレッシュ時　・産前産後の保育施設への送迎
　　　・他の子どもの園や学校の行事の時　・求職活動中の援助　　など

サポーター（援助を行う人）を募集しています

【お問合せ】鳥栖市ファミリー・サポート・センター
　　　　　　TEL ０９４２－８１－５４７７

鳥栖市内在住の身体障害者手帳をお持ちの方を対象に各種講座などを実施しております。

月

生花/陶芸

9：30～11：30

■
各
講
座

火

洋裁

10：00～12：00

編物

13：00～15：00

水

絵画

13：00～15：00

木

陶芸

9：30～11：30

パソコン

13：00～15：00

金

書道

13：00～15：00

・リハビリ室の開放　月曜日～金曜日　10：00～12：00　13：30～15：30
　※リハビリ室の午後利用は事前にご連絡ください。
・福祉・生活相談　毎週金曜日（第1～4週）　10：00～12：00
・スポーツ吹き矢　不定期で行っています
　興味や関心などございましたら、当センターへご連絡ください。ＴＥＬ　0942-85-3616

 

日　時：

　　　　

場　所：

対　象：

定　員：

月～金曜日　９時～１７時

土曜日　９時～１５時３０分（祝日・年末年始除く）

鳥栖市社会福祉会館（☎０９４２-８５-３６１６）

鳥栖市在住の小学生・中学生・高校生

１６名（登録・予約は不要です）

※来館時は、必ずマスクを着用してください。
　館内は、飲食できません。（水分補給可）
 （中庭・館外に飲食スペースを設けています）
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第３４回 ふれあいスクール開催のお知らせ

もしもの時、どう動く！？ ～身近な災害を感じてみよう～

日　　時　令和４年 １０月２２日（土） １１月５日（土） １９日（土）

　　　　　１０：００～１５：００　※２日目（１１月５日）のみ、９：３０開始となります。

会　　場　鳥栖市社会福祉会館、２日は大町町訪問

対　　象　鳥栖市内在住の小学５年生～中学３年生

定　　員　小学生１５名、中学生１５名　計３０名

　　　　　※定員を超える応募があった場合は調整することがあります。

参 加 費　無料

内　　容　災害時の対応や日頃からの備えについて、防災ゲームや防災食体験

　　　　　昨年被災された大町町への訪問などを行います。

申込方法　９月に各小中学校にチラシをお配りします。チラシを確認いただき、応募ください。

日本赤十字社会費にご協力ありがとうございました

日本赤十字社会費　6,335,000円
（令和４年6月15日現在）

　皆様からお預かりした日本赤十字社会費は、救急法講習会や火
災などの災害時見舞金及び見舞品、また国際活動として、各国赤
十字社と協力し、紛争や自然災害等で苦しむ人々への救援活動に
有効に活用されています。

防災食体験（ハイゼックス炊き出し） 日本レスキュー協会「MORE WAN」

お米と水を入れ、空気が入らな
いように輪ゴムで閉めて、沸騰
したお湯で袋ごとゆでるとご
飯ができます。

今年の４月に大町町に開設した日本レスキュー
協会「MORE WAN」の施設見学や災害救助犬の
実演など
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ひとりで悩まず、ご相談ください！

ひきこもり支援講演会＆家族交流会を開催します

本会では（令和３年4月から）ひきこもりの方、その家族の方のサポートを行っています。

連 絡 先　住所：佐賀県鳥栖市元町１２２８-１　　TEL：0942-85-3555
　　　　　E-mail：tosu-shakyo@cyber.ocn.ne.jp　
　　　　　受付時間　月～金曜日(祝祭日・年末年始を除く)８：３０～１７：１５

ご相談方法　面談、訪問、電話、メールで受け付けております。相談は無料です。
ご相談の流れ

【日程】　令和４年７月２４日(日 )　【会場】鳥栖市社会福祉会館 (佐賀県鳥栖市元町１２２８-１)
【内容】　第１部　講　演　会　（9：30～11：20）
　　　　　　　　「いいんだよ」は魔法のことば～寛容の精神が醸成される社会～　 
　　　　　　　　講師 :学校法人立花学園　立花高等学校　校長 齋藤 眞人氏
　　　　第２部　家族交流会　（11：30～12：00）
　　　　　　　　同じ悩みを抱える家族同士で、日頃の悩みを話してみませんか？
　　　　　　　　第1部の講師 齋藤氏にもご参加いただきます。
【申込期限】　令和４年７月１９日(火 )
【申込方法】　電話 (0942-85-3555)、QRコードからお申込みください。

「ひきこもり」に悩んでいるあなたへ
「人が怖い」「外に出る自信がない」そんな不安や葛藤する気持ちを話してみませんか？
ひきこもっているご本人を支えるご家族の皆さんへ
「ずっと見守ってきたけれどなかなか動きに繋がらない」今後のことをご家族だけで悩まず状況の整
理をしながら今できることを一緒に考えていきませんか？
　相談はご本人でもご家族でもかまいません。ひとりで悩まず、お話を聞かせてください。今の状況を
整理し必要なサポートにつなぐお手伝いをします。

　子どもや孫、身近な方のひきこもりに悩まれている方、子育てに悩んでいる方・・・一人で抱え込ん
でいませんか？本会では、昨年に引き続き、講演会・家族交流会を開催します。
　皆さんが安心して個性を発揮できる方法を一緒に考えましょう。 ご参加をお待ちしています！

【講師紹介】
昭和42年 宮崎県生まれ 平成2年 宮崎大学教育学部卒業 
平成19年 立花高等学校校長に就任 平成28年 同校 校長に専任となる。 
座右の教育論 「共にいる」 “いいんだよ”の魔法の言葉で不登校生徒の
自立支援の教育方針のもと心の癒しに重点を置いた教育実践で、心の拠り所
を求める子供や親達から支持されています。

相談受付
電話やメールで悩みをお
聞かせください。よけれ
ば初回相談日時を調整し
ます。
お話の内容が外に漏れ
ることはありません。

初回の相談
来所いただくか、必要に
応じて訪問(またはお近
くの公共施設等)での相
談も実施しています。不
安な気持ち、お困りの状
況をお聞かせください。

自分らしい生活へ
家族相談を通してご本人
への関り方や今後の方向
性を一緒に考えていきま
す。市や他の支援機関と
も繋がりながらサポート
体制を整えます。


